
● 建設産業委員会

● 新中学校建設特別委員会

 ◆ 陳情第4号 スクールバス停留所に関する
 　 陳情書（継続審査事件）
　委員からは趣旨採択との意見も出ましたが、
各地区区長会での説明で全体計画について概ね
理解いただいたことや、運行開始後も必要に応じ
毎年見直しを行うことが確認できたこともあ
り、採決の結果、不採択とすることに決しました｡

 ◆ 友楽喜に関する2件の陳情（継続審査
  事件）について
　理事者からは、陳情書の提出のあった3月定
例会以降も、友楽喜利用団体の活動場所の確保
や、より活動しやすい環境整備のための要望等
の調整を実施し、理解と協力が得られ、既に多
くの団体で活動場所の移動が完了し、残る１団
体についても11月末までの移動の了承を得てい
る状況であるとの報告がありました。
　委員からは、陳情者の思いを汲んで、市とし
て充分な対応がなされているという意見があり
ました。陳情書に記載された内容には、友楽喜
の存続や廃止手続の一時停止が盛り込まれてい
ることから、採決の結果、不採択とすることに
決しました。

　審査の結果、議案3件について全て可決し、陳情
2件を不採択としました。

 ◆ ロータリー除雪車の購入について
　現在使用しているロータリー除雪車が18年経
つことから、入れ替えのために同規格の車両を
新たに購入するものです。
　委員会では、車両
価格や入れ替え後の
古い車両の取り扱い
について内容を確認
し、採決の結果、全
会一致で可決するこ
とに決しました。

　審査の結果、議案2件について全て可決しました。

　　政府は花粉症対策として、令和15年度ま
でに、花粉発生源のスギ人工林の約2割の削減
を目指している。スギ人工林の伐採や植替えは
今後どのように実施していくのか市の方針を
伺う。
　　森林の状況に応じて間伐等による伐採を継
続的に実施している。また、植替えには、少花
粉スギの苗木の導入を進め、花粉発生量の低減
を図る方針である。市有林における近年の実績
として、令和6年度は約2.39haに5,840本、令
和7年度は約3haに4,600本の少花粉スギを植
栽した。

　　同志社国際高等学校の平和学習を巡り、文
部科学省が教育基本法に反するとしたことに対
し、教育現場が萎縮するのではないかと懸念の
声が聞かれる。当市の平和学習の基本的な在り
方と文部科学省の判断が教育現場に与える影響
について市の見解を伺う。
　　平和に関する学習は、命の尊さや人権の尊
重、国際理解、平和な社会の実現について学
び、公民としての必要な資質を育成するもので
あり、学習指導要領等を踏まえ、児童生徒の発
達段階に応じて、各教科をはじめ学校の教育活
動を通して取り組んでいる。
　校外における教育活動は、安全管理や危機管
理に十分配慮して行われることは当然のことで
ある。平和に関する学習についても、学習指導
要領等の関係法令を踏まえ、適切に行われるこ
とが必要で、今後もこの原則に則って進めてい
くことから、市内小中学校の教育活動に特段の
影響はないと考えている。

一般質問  議:議員／理:理事者

● 森林整備について
● 学校における校外活動について
その他の質問
・115プロジェクトの市外へのPRについて
・政党等機関紙の庁舎内勧誘行為について
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　　第6次勝山市総合計画の改定と、第3期勝
山市地方創生総合戦略の策定はどのように考え
ているのか。
　　10年後のまちの将来像を定めた第6次勝山
市総合計画の基本構想や政策目標は、策定から
5年が経過した現在も本市の政策や予算の基本
となっていて、改定の予定はない。
　一方、現在の第2期勝山市地方創生総合戦略
は本年度が最終年度のため、近年の社会経済状
況の変化に対応した第3期総合戦略を策定する｡
　　今回の改修では、公園再配置や新施設整備
に伴う既存樹木の保存本数、伐採予定をどのよ
うに考えているのか。また、教育会館庭園は、
多田清氏の寄附をもとに、著名な庭園作家であ
る中根金作氏が作庭したものである。この庭園
を残すことはできないのか。
　　中央公園の塀や樹木を撤去し、開放的な空間
とする方針を示していたが、樹木を残してほし
いとの意見を受けて再検討し、6月4日開催の
ワークショップでは市民の思い出の樹木等6本
と桜並木を残す案を説明し、意見を伺った。その
結果、開放感や倒木リスクを理由に伐採を求め
る声が多く、基本方針どおりとしつつも、樹木
の健全性等を考慮して群での保存も検討する。
　教育会館庭園は、中根金作氏が作庭した歴
史・文化的価値が高いものだが、池の機能消失
や植栽の傷みが課題となっている。よって、人
工芝を敷設した多世代交流空間への転換を考え
ているが、
賛否の意見
を踏まえ、
詳細設計で
慎重に検討
する。

教育会館庭園

一般質問  議:議員／理:理事者

　　「大地の再生」の矢野智徳氏や、「土中環
境」で知られる高田宏臣氏は、樹木の衰退・倒
木の根本原因を土中環境の悪化と捉え、土中の
水と空気の流れを回復させる「通気浸透水脈」
の手法を実践し、普及に取り組んでいる。土中
環境から街の環境を守り育てるという視点を取
り入れた管理・整備の在り方を、市として今後
検討していただけないか。
　　国は令和8年3月に「都市公園の樹木の点

検・診断に関する指針（案）」を改訂し、全国

で発生している都市公園等の倒木事故を踏まえ

た点検内容や事例などを示している。市ではこ

の指針を参考にしながら、日常点検や街路樹剪

定の機会を活用して、街路樹の健全度の確認に

努める。土中環境については、今後新たに植樹

を行う際に考慮したい。

　　農業の担い手不足は全国的に深刻な課題で
ある。農林水産省のデータによれば、基幹的農
業従事者の平均年齢は年々上昇し、高齢化と後
継者不足が加速している。担い手不足の深刻化
を肌で感じている。農業分野への地域おこし協
力隊の活用について、市として取組を伺う。
　　地域農業を牽引する認定農業者連絡協議会

等に、地域おこし協力隊の受入れについて提

案・意見交換を行った際、単一の営農組織で隊

員受入れ・育成は負担が大きいが、営農組織が

複数連携して支援することで可能ではないかと

の意見があった。現場の声を踏まえ、市では農

業分野における地域おこし協力隊の活用を新た

な担い手確保の手段の１つとして位置づけ、現

在、募集に向けた準備を進めている。

一般質問  議:議員／理:理事者

● まちづくりについて
● 教育会館と中央公園改修による
　「多世代交流拠点づくり」に
　 ついて
その他の質問
・「滞在型観光」への戦略について

● まちなかの緑について－街路樹の剪定と
　 環境整備－
● 農業の担い手について
その他の質問
・医療・介護の人材確保について
・自伐型林業者への支援の見通しについて
・中央公園の樹木伐採について
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